
JP 2007-2044 A5 2007.6.21

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 6月 21日 (2007.6.21)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2007-2044(P2007-2044A)
【 公 開 日 】 平 成 19年 1月 11日 (2007.1.11)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2007-001
【 出 願 番 号 】 特 願 2005-181711(P2005-181711)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ Ｊ  163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01) 163/00     (2006.01)
                        Ｃ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ Ｊ    7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)   7/02     (2006.01)
                        Ｃ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ Ｊ  157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01) 157/10     (2006.01)
                        Ｃ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ ＪＣ ０ ９ Ｊ  161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01) 161/06     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ０ ９ Ｊ  163/00          
   Ｃ ０ ９ Ｊ    7/02          Ｚ
   Ｃ ０ ９ Ｊ  157/10          
   Ｃ ０ ９ Ｊ  161/06          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 9日 (2007.5.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 接 着 剤 組 成 物 中 、 （ Ａ ） 成 分 と （ Ｂ ） 成 分 と の 比 率 は 、 官 能 基 当 量 比 で
、 １ ： ０ ． ６ ～ １ ： １ ． ４ の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ： ０ ． ７ ～ １ ： １ ． １ の 範
囲 内 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 す な わ ち 、 （ Ａ ） 成 分 を １ と し た 場 合 の （ Ｂ ） 成 分 の 含
有 量 が ０ ． ６ 以 上 で あ る と 、 硬 化 後 の 接 着 剤 組 成 物 が 、 脆 さ の な い 、 強 度 に 優 れ た も の と
な り 、 応 力 緩 和 性 が 良 好 で あ る 。 ま た 、 （ Ａ ） 成 分 を １ と し た 場 合 の （ Ｂ ） 成 分 の 含 有 量
が １ ． ４ 以 下 で あ る と 、 接 着 力 の 劣 化 が 抑 制 さ れ 、 た と え ば 高 温 に 曝 さ れ た 後 の 接 着 力 の
低 下 が 抑 制 さ れ る 。
　 ま た 、 （ Ａ ） 成 分 と （ Ｂ ） 成 分 と の 比 率 が 上 記 範 囲 内 で あ る こ と に よ り 、 硬 化 後 の 接 着
剤 組 成 物 の 引 っ 張 り 伸 び 率 も 向 上 す る 。 ま た 、 硬 化 後 、 さ ら に １ ５ ０ ℃ の 環 境 に ２ ４ 時 間
放 置 し た 後 の ２ ０ ０ ℃ ～ ２ ８ ０ ℃ に お け る 動 的 弾 性 率 も 、 半 導 体 装 置 用 と し て 好 適 な 範 囲
と な る 。
　 こ こ で 、 （ Ａ ） 成 分 と （ Ｂ ） 成 分 と の 官 能 基 当 量 比 と は 、 （ Ａ ） 成 分 中 の エ ポ キ シ 基 （
（ Ａ ） 成 分 の 官 能 基 ） の 数 と 、 （ Ｂ ） 成 分 中 の 水 酸 基 （ 成 分 の 官 能 基 ） の 数 と の 比
で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
実 施 例 １ ～ １ ５ ， 比 較 例 １ ～ ６

（ Ｂ ）



［ 接 着 剤 組 成 物 の 塗 料 の 調 製 ］
　 表 １ に 略 号 で 示 し た （ Ａ ） 成 分 、 （ Ｂ ） 成 分 、 （ Ｃ ） 成 分 、 （ Ｄ ） 成 分 、 シ ラ ン カ ッ プ
リ ン グ 剤 、 エ ポ キ シ 硬 化 剤 、 フ ィ ラ ー 、 及 び ジ エ ン を 有 す る 共 重 合 体 を 、 そ れ ぞ れ 、 表 １
に 示 す 配 合 量 （ 全 固 形 分 に 対 す る 質 量 ％ ） と な る よ う に 、 常 温 ～ ８ ０ ℃ 程 度 で ト ル エ ン に
溶 解 し て 、 接 着 剤 組 成 物 を 含 有 す る 塗 料 （ 固 形 分 濃 度 ３ ５ 質 量 ％ ） を 得 た 。
　 な お 、 フ ィ ラ ー の 含 有 量 は 、 （ Ａ ） 成 分 、 （ Ｂ ） 成 分 、 （ Ｃ ） 成 分 及 び （ Ｄ ） 成 分 の 総
和 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 す る 部 数 （ 質 量 部 ） で あ る 。
　 ま た 、 実 施 例 １ ～ １ ５ 及 び 比 較 例 １ ～ に お い て 用 い た 各 成 分 の 種 類 を 示 す 表 １ 中 の 略
号 の 意 味 は 表 ２ に 示 し た 。
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